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教科 学年
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国語 第４学年 江戸川区立南小岩第二小学校

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

よく見て、よく聞いて、受
け止めよう

◎言葉には、考えたことや思ったことを表す
働きがあることに気付くこと。

◎「話すこと・聞くこと」において、必要な
ことを記録したり質問したりしながら聞き、
話し手が伝えたいことや自分が聞きたいこと
の中心を捉え、自分の考えをもつことができ
る。

◎言葉には、考えたことや
思ったことを表す働きがあ
ることに気付いている。

◎「話すこと・聞くこと」
において、必要なことを記
録したり質問したりしなが
ら聞き、話し手が伝えたい
ことや自分が聞きたいこと
の中心を捉え、自分の考え
をもっている。

・相手の言葉や動きを受け
止め、相手が伝えたいこと
は何かすすんで考え、学習
の見通しをもって自分の考
えをもとうとしている。

楽しく声に出して読もう

・詩や物語などを読み、内容を説明したり、
考えたことなどを伝え合ったりする活動がで
きること。

◎「読むこと」において、登場人物の気持ち
の変化や性格、情景について、場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像することがで
きる。

・詩や物語などを読み、内
容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする
活動。

◎「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面
の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。

・すすんで、登場人物の気
持ちの変化や情景について
具体的に想像し、学習の見
通しをもって音読したりイ
メージを広げたりしようと
している。
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一　物語の「ふしぎ」につ
いて考えよう

◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量
を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉
には性質や役割による語句のまとまりがある
ことを理解し、語彙を豊かにすること。

◎「読むこと」において、登場人物の行動や
気持ちなどについて、叙述を基に捉えること
ができる。

○「読むこと」において、登場人物の気持ち
の変化や性格、情景について、場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像すること。

◎様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、
話や文章の中で使うととも
に、言葉には性質や役割に
よる語句のまとまりがある
ことを理解し、語彙を豊か
にしている。

◎「読むこと」において、
登場人物の行動や気持ちな
どについて、叙述を基に捉
えている。

○「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面
の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。

・場面の様子や登場人物の
行動を捉えながら、すすん
で物語の「ふしぎ」に思う
ところを見つけ、学習課題
にそって「ふしぎ」につい
て考えたことを短い言葉で
表し、伝え合おうとしてい
る。

自分の気持ちに合った
言葉で表そう

◎言葉には、考えたことや思ったことを表す
働きがあることに気付くことができる。

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使
うとともに、句読点を適切に打っている。ま
た、第３学年においては、日常使われている
簡単な単語について、ローマ字で表記された
ものを読み、ローマ字で書ける。

◎「書くこと」において、相手や目的を意識
して、経験したことや想像したことなどから
書くことを選び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを明確にでき
る。

◎言葉には、考えたことや
思ったことを表す働きがあ
ることに気付いている。

◎漢字と仮名を用いた表
記、送り仮名の付け方、改
行の仕方を理解して文や文
章の中で使うとともに、句
読点を適切に打っている。
また、第３学年において
は、日常使われている簡単
な単語について、ローマ字
で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。

◎「書くこと」において、
相手や目的を意識して、経
験したことや想像したこと
などから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

・すすんで経験したことや
想像したことなどから書く
ことを選び、学習の見通し
をもって、心が動いたでき
ごとを短い文章で表現しよ
うとしている。

漢字の広場①

◎漢字が、へんやつくりなどから構成されて
いることについて理解できる。

◎漢字が、へんやつくりな
どから構成されていること
について理解している。

・すすんで、漢字がへんや
つくりなどから構成されて
いることについて理解し、
学習の見通しをもって、漢
字を覚えたり使ったりする
ときに役立てようとしてい
る。
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三年生で学んだ漢字①

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使うことができる。

○「書くこと」において、書こうとしたこと
が明確になっているかなど、文章に対する感
想や意見を伝え合い、自分の文章のよいとこ
ろを見付けることができる。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている。

○「書くこと」において、
書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に
対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいとこ
ろを見付けている。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
使い、学習課題にそって、
教科書の絵の中の言葉を
使って文を書こうとしてい
る。

二　けっかと考察とのつな
がりをとらえよう

◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段
落の役割について理解すること。

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解でき
る。

◎「読むこと」において、段落相互の関係に
着目しながら、考えとそれを支える理由や事
例との関係などについて、叙述を基に捉えら
れる。

○「読むこと」において、目的を意識して、
中心となる語や文を見付けて要約できる。

◎主語と述語との関係、修
飾と被修飾との関係、指示
する語句と接続する語句の
役割、段落の役割について
理解している。

◎考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情
報と情報との関係について
理解している。

◎「読むこと」において、
段落相互の関係に着目しな
がら、考えとそれを支える
理由や事例との関係などに
ついて、叙述を基に捉えて
いる。

○「読むこと」において、
目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約し
ている。

・すすんで、読みやすい文
章のポイントについて考え
ることをとおして、学習課
題にそって、筋道立てて文
章を書こうとしている。
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二　けっかと考察とのつな
がりをとらえよう

◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段
落の役割について理解すること。

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解する
こと。

○「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫すること。

◎「読むこと」において、段落相互の関係に
着目しながら、考えとそれを支える理由や事
例との関係などについて、叙述を基に捉える
ことができる。

○「読むこと」において、目的を意識して、
中心となる語や文を見付けて要約できる。

◎主語と述語との関係、修
飾と被修飾との関係、指示
する語句と接続する語句の
役割、段落の役割について
理解している。

◎考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情
報と情報との関係について
理解している。

○「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
すること。

◎「読むこと」において、
段落相互の関係に着目しな
がら、考えとそれを支える
理由や事例との関係などに
ついて、叙述を基に捉えて
いる。

○「読むこと」において、
目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約し
ている。

・積極的に、考えとそれを
支える理由や事例を捉えな
がら実験内容を読み取り、
学習課題にそって、文章を
段落相互の関係をおさえて
読もうとしている。

読書の広場①

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や
事典の使い方を理解し使うことができる。
◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識
や情報を得ることに役立つことに気付くこと
ができる。

○「読むこと」において、目的を意識して、
中心となる語や文を見付けて要約できる。

◎比較や分類の仕方、必要
な語句などの書き留め方、
引用の仕方や出典の示し
方、辞書や事典の使い方を
理解し使っている。
◎幅広く読書に親しみ、読
書が、必要な知識や情報を
得ることに役立つことに気
付いている。

○「読むこと」において、
目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約し
ている。

・分類を手がかりにすすん
で目的の本を見つけ、学習
課題にそって読んでわかっ
たことを記録しようとして
いる。
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言葉の広場①

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や
事典の使い方を理解し使うことができる。

○漢字が、へんやつくりなどから構成されて
いることについて理解することができる。

◎比較や分類の仕方、必要
な語句などの書き留め方、
引用の仕方や出典の示し
方、辞書や事典の使い方を
理解し使っている。

○漢字が、へんやつくりな
どから構成されていること
について理解している。

・積極的に辞書や事典の使
い方を理解し、学習の見通
しをもって漢字辞典を活用
しようとしている。

必要なじょうほうを落とさ
ないように聞こう

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や
事典の使い方を理解し使うことができる。

◎「話すこと・聞くこと」において、必要な
ことを記録したり質問したりしながら聞き、
話し手が伝えたいことや自分が聞きたいこと
の中心を捉え、自分の考えをもつことができ
る。

◎比較や分類の仕方、必要
な語句などの書き留め方、
引用の仕方や出典の示し
方、辞書や事典の使い方を
理解し使っている。

◎「話すこと・聞くこと」
において、必要なことを記
録したり質問したりしなが
ら聞き、話し手が伝えたい
ことや自分が聞きたいこと
の中心を捉え、自分の考え
をもっている。

・積極的にメモの取り方を
工夫したり、相手に質問し
たりしながら、学習課題に
そって必要な情報について
積極的に聞き、自分の考え
をもとうとしている。

三 伝わりやすい組み立て
を考えて書こう

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使
うとともに、句読点を適切に打つこと。

◎「書くこと」において、書く内容の中心を
明確にし、内容のまとまりで段落をつくった
り、段落相互の関係に注意したりして、文章
の構成を考えることができる。

 ◎漢字と仮名を用いた表
記、送り仮名の付け方、改
行の仕方を理解して文や文
章の中で使うとともに、句
読点を適切に打っている。

 ◎「書くこと」におい
て、書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで段
落をつくったり、段落相互
の関係に注意したりして、
文章の構成を考えている。

・積極的に、書く内容の中
心を明確にし、文章の構成
を考え、学習の見通しを
もってリーフレットの組み
立てを考えようとしてい
る。
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相手やもくてきに合わせて
手紙を書こう

◎丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体と
の違いに注意しながら書くこと。

◎「書くこと」において、相手や目的を意識
して、経験したことや想像したことなどから
書くことを選び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを明確すること
ができる。

◎丁寧な言葉を使うととも
に、敬体と常体との違いに
注意しながら書いている。

◎「書くこと」において、
相手や目的を意識して、経
験したことや想像したこと
などから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

・粘り強くまちがいを正し
たり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確
かめ、学習の見通しをもっ
て、送る相手や伝える目的
に合わせた手紙を書こうと
している。

言葉の文化①

◎易しい文語調の短歌や俳句を音読したり暗
唱したりするなどして、言葉の響きやリズム
に親しむことができる。

○「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫すること。

◎易しい文語調の短歌や俳
句を音読したり暗唱したり
するなどして、言葉の響き
やリズムに親しんでいる。

○「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
している。

・すすんで易しい文語調の
短歌を音読したり暗唱した
りするなどし、学習の見通
しをもって、言葉のリズム
を楽しんだり様子や気持ち
を想像したりしようとして
いる。

漢字の広場②

◎漢字が、へんやつくりなどから構成されて
いることについて理解すること。

◎漢字が、へんやつくりな
どから構成されていること
について理解している。

・すすんで漢字がへんやつ
くりなどから構成されてい
ることについて理解し、学
習課題にそって、「音を表
す部分」を、漢字を覚えた
り使ったりすることに役立
てようとしている。

都道府県名に用いる漢字

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使うことができる。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
文や文章の中で使い、学習
課題にそって、都道府県名
を覚えたり書いたりしよう
としている。
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三年生で学んだ漢字②

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使うことができる。

○「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫すること。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている。

○「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
している。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
使い、学習課題にそって、
教科書の絵の中の言葉を
使って文を書こうとしてい
る。

四　落語を声に出して楽し
もう

◎相手を見て話したり聞いたりするととも
に、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注
意して話しすこと。

◎文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読すること。

○「読むこと」において、登場人物の行動や
気持ちなどについて、叙述を基に捉えるこ
と。

○「読むこと」において、登場人物の気持ち
の変化や性格、情景について、場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像すること。

◎「読むこと」において、文章を読んで理解
したことに基づいて、感想や考えをもつこ
と。

◎「読むこと」において、文章を読んで感じ
たことや考えたことを共有し、一人一人の感
じ方などに違いがあることに気付くことがで
きる。

◎相手を見て話したり聞い
たりするとともに、言葉の
抑揚や強弱、間の取り方な
どに注意して話している。
◎文章全体の構成や内容の
大体を意識しながら音読し
ている。

○「読むこと」において、
登場人物の行動や気持ちな
どについて、叙述を基に捉
えている。
○「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面
の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。

◎「読むこと」において、
文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えを
もっている。

◎「読むこと」において、
文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いが
あることに気付いている。

・すすんで場面の様子や登
場人物の気持ちを具体的に
想像して読み、おもしろい
と思ったところを伝え合
い、今までの学習を生かし
て落語を音読したり演じた
りして楽しもうとしてい
る。

読書の広場②

◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識
や情報を得ることに役立つことに気付くこと
ができる。

○「読むこと」において、文章を読んで感じ
たことや考えたことを共有し、一人一人の感
じ方などに違いがあることに気付くことがで
きる。

◎幅広く読書に親しみ、読
書が、必要な知識や情報を
得ることに役立つことに気
付いている。

○「読むこと」において、
文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いが
あることに気付いている。

・すすんで読書生活を振り
返り、読みたい本を選んだ
り、これからの読書生活を
考えたりしようとしてい
る。



令和６年度　評価規準 　

6

5

2

2

五　話の組み立てを考えて
発表しよう

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解する
こと。

◎「話すこと・聞くこと」において、相手に
伝わるように、理由や事例などを挙げなが
ら、話の中心が明確になるよう話の構成を考
えることができる。

◎考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情
報と情報との関係について
理解している。

◎「話すこと・聞くこと」
において、相手に伝わるよ
うに、理由や事例などを挙
げながら、話の中心が明確
になるよう話の構成を考え
ている。

・粘り強く、理由や事例な
どを挙げながら話の中心が
明確になるように構成を考
え、学習の見通しをもっ
て、写真から読み取ったこ
とを話そうとしている。

六　集めたざいりょうでわ
かりやすく伝えよう

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使
うとともに、句読点を適切に打っている。ま
た、第３学年においては、日常使われている
簡単な単語について、ローマ字で表記された
ものを読み、ローマ字で書くこと。

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解する
ことができる。

◎「書くこと」において、相手や目的を意識
して、経験したことや想像したことなどから
書くことを選び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを明確すること
ができる。

◎漢字と仮名を用いた表
記、送り仮名の付け方、改
行の仕方を理解して文や文
章の中で使うとともに、句
読点を適切に打っている。
また、第３学年において
は、日常使われている簡単
な単語について、ローマ字
で表記されたものを読み、
ローマ字で書いている。

◎考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情
報と情報との関係について
理解している。

◎「書くこと」において、
相手や目的を意識して、経
験したことや想像したこと
などから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

・粘り強くまちがいを正し
たり文章を整えたりし、学
習の見通しをもって新聞を
作ろうとしている。

漢字の広場③

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使
うとともに、句読点を適切に打つこと。

◎漢字と仮名を用いた表
記、送り仮名の付け方、改
行の仕方を理解して文や文
章の中で使うとともに、句
読点を適切に打っている。

・すすんで送り仮名の付け
方を理解して文や文章の中
で使い、学習課題にそっ
て、漢字を正しく使おうと
している。

三年生で学んだ漢字③

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使っている.

○「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫している。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている.

○「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
している。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
使い、学習課題にそって、
教科書の絵の中の言葉を
使って文を書こうとしてい
る。
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七　場面の様子をくらべて
読み、感想をまとめよう

◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量
を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉
には性質や役割による語句のまとまりがある
ことを理解し、語彙を豊かにすること。

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解する
こと。

○「読むこと」において、登場人物の気持ち
の変化や性格、情景について、場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像すること。
◎「読むこと」において、文章を読んで理解
したことに基づいて、感想や考えをもつこと
ができる。

◎様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、
話や文章の中で使うととも
に、言葉には性質や役割に
よる語句のまとまりがある
ことを理解し、語彙を豊か
にしている。

◎考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情
報と情報との関係について
理解している。

○「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面
の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。

◎「読むこと」において、
文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えを
もっている。

・場面の様子を比べて読
み、大切な言葉から作品に
込められたメッセージや作
者の思いを積極的に想像
し、学習課題にそって自分
の考えたことや感想を感想
文に書いて、伝え合おうと
している。

言葉の広場②

◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段
落の役割について理解することができる。

◎主語と述語との関係、修
飾と被修飾との関係、指示
する語句と接続する語句の
役割、段落の役割について
理解している。

・すすんで修飾と被修飾と
の関係について理解し、学
習の見通しをもって、修飾
語を見つけたり、修飾語の
種類を見分けたりしようと
している。

八　自由に想像を広げて書
こう

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使
うとともに、句読点を適切に打つことができ
る。

◎「書くこと」において、相手や目的を意識
して、経験したことや想像したことなどから
書くことを選び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを明確にするこ
とができる

◎漢字と仮名を用いた表
記、送り仮名の付け方、改
行の仕方を理解して文や文
章の中で使うとともに、句
読点を適切に打っている。

◎「書くこと」において、
相手や目的を意識して、経
験したことや想像したこと
などから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

・積極的に、相手や目的を
意識して、経験したことや
想像したことなどから書く
ことを選び、集めた材料を
比較したり分類したりし、
学習の見通しをもって
「ショートショート」を書
こうとしている。
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言葉の文化②

◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故
事成語などの意味を知り、使うこと。

○「書くこと」において、相手や目的を意識
して、経験したことや想像したことなどから
書くことを選び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを明確にするこ
と。

◎長い間使われてきたこと
わざや慣用句、故事成語な
どの意味を知り、使ってい
る。

○「書くこと」において、
相手や目的を意識して、経
験したことや想像したこと
などから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

・すすんで「月」に関わる
言葉を音読するなどして言
葉の響きやリズムに親し
み、学習の見通しをもって
「月」に関係する言葉を集
めようとしている。

ひろがる言葉　つながる
ひろがる

〇相手を見て話したり聞いたりしているとと
もに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに
注意して話すこと。

◎「話すこと・聞くこと」において、目的を
意識して、日常生活の中から話題を決め、集
めた材料を比較したり分類したりして、伝え
合うために必要な事柄を選ぶことができる。

○「書くこと」において、相手や目的を意識
して、経験したことや想像したことなどから
書くことを選び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを明確する。

〇相手を見て話したり聞い
たりしているとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り
方などに注意して話してい
る。

◎「話すこと・聞くこと」
において、目的を意識し
て、日常生活の中から話題
を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝
え合うために必要な事柄を
選んでいる。
○「書くこと」において、
相手や目的を意識して、経
験したことや想像したこと
などから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

・すすんで話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑
揚や強弱、間の取り方など
を工夫し、今までの学習を
生かして、上巻の教科書で
の国語の学習を振り返った
り下巻の教科書での国語の
学習への希望を話し合った
りしようとしている。



令和６年度　評価規準 　

8

5

4

一　登場人物の気持ちの変
化を考えて、日記を書こう

◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量
を増し、話や文章の中で使うとともに、言葉
には性質や役割による語句のまとまりがある
ことを理解し、語彙を豊かにすること。

○「読むこと」において、登場人物の行動や
気持ちなどについて、叙述を基に捉えるこ
と。

◎「読むこと」において、登場人物の気持ち
の変化や性格、情景について場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像すること

○「読むこと」において、文章を読んで理解
したことに基づいて、感想や考えをもつこと
ができる。

◎様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、
話や文章の中で使うととも
に、言葉には性質や役割に
よる語句のまとまりがある
ことを理解し、語彙を豊か
にしている。

○「読むこと」において、
登場人物の行動や気持ちな
どについて、叙述を基に捉
えている。
◎「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面
の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。
○「読むこと」において、
文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えを
もっている。

・積極的に登場人物の性格
の違いや気持ちの移り変わ
りを考えながら読み、根拠
をはっきりさせて考えたこ
とを伝え合おうとしてい
る。

読書の広場③

◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識
や情報を得ることに役立つことに気付くこ
と。

◎「読むこと」において、文章を読んで感じ
たことや考えたことを共有し、一人一人の感
じ方などに違いがあることに気付くこと。

◎幅広く読書に親しみ、読
書が、必要な知識や情報を
得ることに役立つことに気
付いている。

◎「読むこと」において、
文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いが
あることに気付いている。

・すすんで、文章を読んで
感じたことや考えたことを
まとめ、「読書発表会」で
本を紹介しようとしてい
る。

言葉の広場③

◎言葉には、考えたことや思ったことを表す
働きがあることに気付くことができる。

○「話すこと・聞くこと」において、相手に
伝わるように、理由や事例などを挙げなが
ら、話の中心が明確になるよう話の構成を考
えること。

◎言葉には、考えたことや
思ったことを表す働きがあ
ることに気付いている。

○「話すこと・聞くこと」
において、相手に伝わるよ
うに、理由や事例などを挙
げながら、話の中心が明確
になるよう話の構成を考え
ている。

・すすんで、言葉には考え
たことや思ったことを表す
はたらきがあることに気づ
こうとし、学習課題にそっ
て、考えを伝えようとして
いる。
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二　役わりに気をつけて話
し合おう

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解する
こと。

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や
事典の使い方を理解し使うこと。

◎「話すこと・聞くこと」において、目的や
進め方を確認し、司会などの役割を果たしな
がら話し合い、互いの意見の共通点や相違点
に着目して、考えをまとめることができる。

◎考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情
報と情報との関係について
理解している。
◎比較や分類の仕方、必要
な語句などの書き留め方、
引用の仕方や出典の示し
方、辞書や事典の使い方を
理解し使っている。

◎「話すこと・聞くこと」
において、目的や進め方を
確認し、司会などの役割を
果たしながら話し合い、互
いの意見の共通点や相違点
に着目して、考えをまとめ
ている。

・積極的に目的や進め方を
確認し、司会などの役割を
果たし、学習の見通しを
もってクラスで話し合おう
としている。

漢字の広場④

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使うことができる。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
文や文章の中で使い、学習
課題にそって、漢字がもつ
複数の意味について考えよ
うとしている。

三年生で学んだ漢字④

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使うこと。

○「書くこと」において、書こうとしたこと
が明確になっているかなど、文章に対する感
想や意見を伝え合い、自分の文章のよいとこ
ろを見付けることができる。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている。

○「書くこと」において、
書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に
対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいとこ
ろを見付けている。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
使い、学習課題にそって、
教科書の絵の中の言葉を
使って文を書こうとしてい
る。
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三　大事な言葉や文に気を
つけて要約しよう

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解する
こと。

○「書くこと」において、　書く内容の中心
を明確にし、内容のまとまりで段落をつくっ
たり、段落相互の関係に注意したりして、文
章の構成を考えること。

◎「読むこと」において、目的を意識して、
中心となる語や文を見付けて要約すること。

○「読むこと」において、文章を読んで理解
したことに基づいて、感想や考えをもつこと
ができる。

◎考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情
報と情報との関係について
理解している。

○「書くこと」において、
書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落
をつくったり、段落相互の
関係に注意したりして、文
章の構成を考えている。

◎「読むこと」において、
目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約し
ている。

○「読むこと」において、
文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えを
もっている。

・すすんで本文を読んで自
分が興味をもった部分を要
約し、学習課題にそって、
本文をわかりやすく紹介す
る文章を書こうとしてい
る。

言葉の広場④

◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段
落の役割について理解すること。

◎主語と述語との関係、修
飾と被修飾との関係、指示
する語句と接続する語句の
役割、段落の役割について
理解している。

・すすんで接続する語句の
役割について理解し、学習
の見通しをもって、接続語
のはたらきを意識して正し
く使い分けようとしてい
る。

四　調べたことをわかりや
すく書こう

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や
事典の使い方を理解すること。

◎「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫すること。

◎「書くこと」において、書こうとしたこと
が明確になっているかなど、文章に対する感
想や意見を伝え合い、自分の文章のよいとこ
ろを見付けることができる。

◎比較や分類の仕方、必要
な語句などの書き留め方、
引用の仕方や出典の示し
方、辞書や事典の使い方を
理解し使っている。

◎「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
している。

◎「書くこと」において、
書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に
対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいとこ
ろを見付けている。

・積極的に、自分の考えと
それを支える理由や事例と
の関係を明確にして書き表
し方を工夫し、学習の見通
しをもって「不思議ずか
ん」を作ろうとしている。
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言葉の文化③

◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故
事成語などの意味を知り、使うことができ
る。

○「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫すること。

◎長い間使われてきたこと
わざや慣用句、故事成語な
どの意味を知り、使ってい
る。

○「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
している。

・積極的に、長い間使われ
てきた故事成語の意味を知
り、学習の見通しをもって
カードにまとめようとして
いる。

詩を読もう

◎文章全体の構成や内容の大体を意識しなが
ら音読すること。
◎「読むこと」において、登場人物の気持ち
の変化や性格、情景について、場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像すること。

◎文章全体の構成や内容の
大体を意識しながら音読し
ている。

◎「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面
の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。

・すすんで詩を読んで理解
したことに基づいて感想や
考えをもち、学習の見通し
をもって発表し合おうとし
ている。

漢字の広場⑤

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使うことができる。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
使い、学習課題にそって、
二つの漢字を組み合わせた
熟語の構成について考えよ
うとしている。
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三年生で学んだ漢字⑤

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使うこと。

○「書くこと」において、相手や目的を意識
して、経験したことや想像したことなどから
書くことを選び、集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいことを明確にするこ
と。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている。

○「書くこと」において、
相手や目的を意識して、経
験したことや想像したこと
などから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分
類したりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
使い、学習課題にそって、
教科書の絵の中の言葉を
使って文を書こうとしてい
る。

五　自分の経験と結びつけ
て考えたことを伝え合おう

◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中
心など情報と情報との関係について理解する
こと。
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方や出典の示し方辞書や事
典の使い方を理解し使うことができる

○「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫すること。

◎「読むこと」において、文章を読んで理解
したことに基づいて、感想や考えをもつこと
ができる。

○「読むこと」において、文章を読んで感じ
たことや考えたことを共有し一人一人の感じ
方などに違いがあることに気づくこと

◎考えとそれを支える理由
や事例、全体と中心など情
報と情報との関係について
理解している。

◎比較や分類の仕方、必要
な語句などの書き留め方、
引用の仕方や出典の示し
方、辞書や事典の使い方を
理解し使っている。

○「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
している。

◎「読むこと」において、
文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えを
もっている。

○「読むこと」において、
文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いが
あることに気づいている。

・積極的に筆者の考えと自
分の考えを比べながら読む
ことをとおして、具体例な
経験をもとに考えをまとめ
ることの有効性に気づいて
いる。

目で見る言葉で話そう

◎言葉には、考えたことや思ったことを表す
働きがあることに気付くこと。

◎「話すこと・聞くこと」において、目的を
意識して、日常生活の中から話題を決め、集
めた材料を比較したり分類したりして、伝え
合うために必要な事柄を選ぶこと。

◎言葉には、考えたことや
思ったことを表す働きがあ
ることに気付いている。

◎「話すこと・聞くこと」
において、目的を意識し
て、日常生活の中から話題
を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝
え合うために必要な事柄を
選んでいる。

・手話には考えや思いを伝
えるはたらきがあることに
気づき、学習課題にそって
すすんで手話であいさつを
しようとしている。
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六　調べてわかったことを
発表しよう

◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や
事典の使い方を理解し使うこと。

◎「話すこと・聞くこと」において、話の中
心や話す場面を意識して、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などを工夫すること。

◎比較や分類の仕方、必要
な語句などの書き留め方、
引用の仕方や出典の示し
方、辞書や事典の使い方を
理解し使っている。

◎「話すこと・聞くこと」
において、話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑
揚や強弱、間の取り方など
を工夫している。

・身のまわりの「便利」に
ついて調べ、わかったこと
を図などの資料を示しなが
ら、言葉の調子や強弱、間
のとり方に気をつけて発表
しようとしている。

言葉の広場⑤

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使
うとともに、句読点を適切に打つこと。

○主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段
落の役割について理解しすること。

◎漢字と仮名を用いた表
記、送り仮名の付け方、改
行の仕方を理解して文や文
章の中で使うとともに、句
読点を適切に打っている。
○主語と述語との関係、修
飾と被修飾との関係、指示
する語句と接続する語句の
役割、段落の役割について
理解している。

・すすんで句読点のはたら
きを理解し、学習課題に
そって、文や文章の中で適
切に使おうとしている。

七 伝えたいことをはっき
りさせて書こう

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使
うとともに、句読点を適切に打つこと。

◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接続する語句の役割、段
落の役割について理解することができる。

◎「書くこと」において、書く内容の中心を
明確にし、内容のまとまりで段落をつくった
り、段落相互の関係に注意したりして、文章
の構成を考えること。

◎「書くこと」において、間違いを正した
り、相手や目的を意識した表現になっている
かを確かめたりして、文や文章を整えること
ができる。

◎漢字と仮名を用いた表
記、送り仮名の付け方、改
行の仕方を理解して文や文
章の中で使うとともに、句
読点を適切に打っている。
◎主語と述語との関係、修
飾と被修飾との関係、指示
する語句と接続する語句の
役割、段落の役割について
理解している。

◎「書くこと」において、
書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落
をつくったり、段落相互の
関係に注意したりして、文
章の構成を考えている。
◎「書くこと」において、
間違いを正したり、相手や
目的を意識した表現になっ
ているかを確かめたりし
て、文や文章を整えてい
る。

・積極的に、書こうとした
ことが明確になっているか
など文章に対する感想や意
見を伝え合い、学習の見通
しをもって、よりよい表現
を選んで文章を書こうとし
ている。
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言葉の文化④

◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故
事成語などの意味を知り、使うこと。

○「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫すること。

◎長い間使われてきたこと
わざや慣用句、故事成語な
どの意味を知り、使ってい
る。

○「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
している。(

・長い間使われてきた
「雪」に関わる言葉の意味
をすすんで知ろうとし、学
習の見通しをもって「雪」
に関する詩歌や言葉を集め
ようとしている。

漢字の広場⑥

◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け
方、改行の仕方を理解して文や文章の中で使
うとともに、句読点を適切に打つこと。

◎漢字と仮名を用いた表
記、送り仮名の付け方、改
行の仕方を理解して文や文
章の中で使うとともに、句
読点を適切に打っている。

・すすんで同じ読み方の漢
字の使い分けを理解し、学
習課題にそって、文や文章
の中で正しく使おうとして
いる。

三年生で学んだ漢字⑥

◎前学年や当該学年で配当されている漢字を
文や文章の中で使うこと。

○「書くこと」において、書く内容の中心を
明確にし、内容のまとまりで段落をつくった
り、段落相互の関係に注意したりして、文章
の構成を考えること。

◎前学年や当該学年で配当
されている漢字を文や文章
の中で使っている。

○「書くこと」において、
書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落
をつくったり、段落相互の
関係に注意したりして、文
章の構成を考えている。

・積極的に前学年や当該学
年で配当されている漢字を
使い、学習課題にそって、
お話の一場面を書こうとし
ている。
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ひろがる言葉　これまで

これから

〇相手を見て話したり聞いたりしているとと
もに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに
注意して話すこと。

〇「話すこと・聞くこと」において、話の中
心や話す場面を意識して、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などを工夫すること。

◎「書くこと」において、自分の考えとそれ
を支える理由や事例との関係を明確にして、
書き表し方を工夫することができる。

〇相手を見て話したり聞い
たりしているとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り
方などに注意して話してい
る。

〇「話すこと・聞くこと」
において、話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑
揚や強弱、間の取り方など
を工夫している。
◎「書くこと」において、
自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確
にして、書き表し方を工夫
している。

・すすんで話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑
揚や強弱、間の取り方など
を工夫し、今までの学習を
生かして、一年間の国語の
学習を振り返ったり次学年
への希望を話し合ったりし
ようとしている。

八　登場人物のせいかくや
気持ちのうつり変わりを読

もう

◎相手を見て話したり聞いたりするととも
に、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注
意して話すことができる。

◎「読むこと」において、登場人物の気持ち
の変化や性格、情景について、場面の移り変
わりと結び付けて具体的に想像すること。

○「読むこと」において、文章を読んで理解
したことに基づいて、感想や考えをもつこ
と。

○「読むこと」において、文章を読んで感じ
たことや考えたことを共有し、一人一人の感
じ方などに違いがあることに気付くことがで
きる。

◎相手を見て話したり聞い
たりするとともに、言葉の
抑揚や強弱、間の取り方な
どに注意して話している。

◎「読むこと」において、
登場人物の気持ちの変化や
性格、情景について、場面
の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。
○「読むこと」において、
文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えを
もっている。
○「読むこと」において、
文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いが
あることに気付いている。

・積極的に登場人物の性格
の違いや気持ちの移り変わ
りを考え、学習課題にそっ
て、考えたことを根拠を
はっきりさせて伝え合おう
としている。


